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仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
と
金
沢
文
庫
の
唱
導
資
料
に
共
通
す
る
説
話
(
二
)
1
高
僧
刎
頸
説
話
の
諸
相
ー
湯
谷
祐
三
一
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
の
高
僧
刎
頸
説
話
二
、
『宝
物
集
』
の
高
僧
刎
頸
説
話
三
、
『太
平
記
』
と
『三
国
伝
記
』
の
高
僧
刎
頸
説
話
四
、
『賢
愚
経
』
の
刎
頸
説
話
五
、
『酉
陽
雑
俎
』
の
高
僧
刎
頸
説
話
六
、
唱
導
資
料
と
高
僧
刎
頸
説
話
碁
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
国
王
が
、
高
僧
の
来
訪
を
告
げ
る
臣
下
に
対
し
、
碁
の
局
面
に
応
じ
て
、
「切
れ
」
と
言
葉
を
発
し
、
そ
れ
を
高
僧
へ
の
処
置
と
勘
違
い
し
た
臣
下
に
よ
り
、
高
僧
は
理
不
尽
に
も
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
説
話
は
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
巻
二
を
初
め
、
『宝
物
集
』
『太
平
記
』
『
三
国
伝
記
』
等
の
中
世
文
学
に
散
見
す
る
も
の
で
、
『賢
愚
経
』
に
源
泉
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
『酉
陽
雑
俎
』
所
収
の
説
話
こ
そ
が
、
日
本
の
説
話
の
直
接
の
源
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論
じ
、
さ
ら
に
、
類
似
し
た
表
現
を
持
つ
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
と
『宝
物
集
』
の
間
に
、
金
沢
文
庫
蔵
の
唱
導
資
料
の
ご
と
き
文
献
の
介
在
を
推
定
し
た
。
仮名本 『曽我物語』 と金沢文庫の唱導資料に共通する説話(二)35
一
曽
我
兄
弟
の
祖
父
で
あ
る
伊
東
次
郎
助
親
入
道
は
、
平
家
の
咎
め
を
恐
れ
て
、
娘
の
も
と
へ
通
う
頼
朝
を
忌
み
嫌
い
、
あ
ま
つ
さ
え
、
ふ
し
づ
け
二
人
の
問
に
出
来
た
自
分
の
孫
千
鶴
を
「柴
漬
」
に
し
て
殺
害
し
た
。
さ
ら
に
、
平
家
打
倒
を
掲
げ
て
蜂
起
し
た
頼
朝
に
敵
対
し
、
遂
に
捕
ら
え
ら
れ
て
婿
の
三
浦
介
義
澄
に
預
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
『吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
二
月
十
四
日
条
や
真
字
本
『曽
我
物
語
』
巻
第
三
に
よ
れ
ば
、
伊
東
入
道
は
自
ら
自
害
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
巻
第
二
で
は
、
太
山
寺
本
や
古
活
字
本
な
ど
、
　よ
伊
東
入
道
は
こ
の
世
に
恨
み
を
残
し
て
処
刑
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
さ
て
も
、
不
忠
を
ふ
る
ま
ひ
し
伊
東
入
道
は
、
い
け
ど
ら
れ
て
、
聟
の
三
浦
介
義
澄
に
あ
づ
け
ら
れ
け
る
を
、
前
日
の
罪
科
の
が
れ
が
た
く
し
て
、
め
し
い
だ
し
、
よ
ろ
い
す
る
と
い
ふ
所
に
て
、
首
を
は
ね
ら
れ
け
る
。
最
後
の
十
念
に
も
お
よ
ば
ず
、
西
方
浄
土
を
も
ね
が
は
ず
、
先
祖
相
伝
の
所
領
、
伊
東
・
河
津
の
方
を
み
や
り
て
、
執
心
ふ
か
げ
に
思
ひ
や
る
こ
そ
、
無
慙
な
れ
。
さ
て
、
こ
の
段
に
続
い
て
、
真
字
本
や
太
山
寺
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
二
つ
の
説
話
が
仮
名
本
諸
本
に
あ
る
。
即
ち
「勤
操
僧
正
事
」
と
題
す
る
一
段
は
、
南
都
の
勤
操
が
雨
乞
い
の
祈
祷
を
し
た
と
こ
ろ
、
小
龍
が
自
ら
の
蛇
身
を
脱
す
る
た
め
命
を
捨
て
て
菩
提
を
祈
り
、
雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
説
話
で
、
『雑
談
集
』
巻
九
に
も
類
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
臨
終
時
に
十
念
を
唱
え
る
こ
と
も
無
く
、
恨
み
を
含
ん
だ
ま
ま
事
切
れ
た
助
親
入
道
の
死
に
様
の
無
惨
さ
を
、
菩
提
を
求
め
た
小
龍
と
対
比
さ
せ
て
際
だ
た
せ
る
意
図
が
あ
る
。
こ
の
説
話
に
続
け
て
、
「総
じ
て
頼
朝
に
敵
し
た
る
物
こ
そ
お
ほ
き
中
に
、
ま
の
あ
た
り
に
誅
せ
ら
れ
け
る
、
因
果
の
が
れ
ざ
る
理
を
思
へ
ば
」
と
し
て
、
以
下
の
説
話
を
記
す
。
昔
、
天
竺
に
大
王
有
、
た
つ
と
き
上
人
を
帰
依
せ
ん
と
て
、
国
々
を
た
つ
ね
け
る
に
、
あ
る
時
、
い
み
じ
き
上
人
あ
り
と
て
、
む
か
ひ
を
つ
か
は
し
た
ま
ふ
に
、
此
王
、
朝
夕
、
碁
を
こ
の
み
給
ひ
て
、
人
を
あ
つ
め
て
う
ち
た
ま
ふ
。
「上
人
ま
い
り
給
ひ
ぬ
」
と
申
け
れ
ば
、
碁
に
き
り
て
し
か
る
べ
き
所
有
け
る
を
、
「
き
れ
」
と
の
た
ま
ひ
け
る
に
、
こ
の
上
人
の
首
を
き
れ
と
の
宣
旨
と
き
〉
な
し
て
、
す
な
わ
ち
聖
の
首
を
う
ち
き
り
ぬ
・
大
王
、
夢
に
も
し
り
た
ま
は
で
、
碁
う
ち
は
て
て
、
「そ
の
上
人
、
こ
な
た
え
」
と
の
給
ふ
。
「宣
旨
に
ま
か
せ
て
、
き
り
た
り
」
と
申
。
大
王
、
大
き
に
か
な
し
み
、
仏
に
な
げ
き
た
ま
ふ
時
、
仏
の
た
ま
は
く
、
「昔
、
国
王
は
、
蛙
に
て
、
土
中
に
あ
り
し
也
。
上
人
、
も
と
は
田
を
つ
く
る
農
人
な
り
。
し
か
る
間
、
田
を
か
へ
す
と
て
、
心
な
ら
ず
、
唐
鋤
に
て
、
蛙
の
首
を
す
き
き
6M
り
ぬ
。
そ
の
因
果
の
が
れ
ず
し
て
、
き
ら
れ
け
り
。
因
果
は
、
か
や
う
な
る
も
の
を
や
」
と
の
た
ま
へ
ぼ
、
国
王
、
未
来
の
因
果
を
か
な
し
み
て
、
を
〉
く
の
心
ざ
し
を
つ
く
し
て
、
か
の
苦
を
ま
ぬ
か
れ
た
ま
ひ
け
る
と
か
や
。
人
は
、
た
穿
む
く
ひ
を
し
る
べ
き
な
り
。
碁
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
国
王
は
、
高
僧
が
や
っ
て
来
た
と
い
う
知
ら
せ
に
も
注
意
を
払
わ
ず
、
碁
の
局
面
に
応
じ
て
「切
れ
」
と
言
葉
を
発
し
た
。
臣
下
は
高
僧
の
首
を
切
れ
と
い
う
命
令
だ
と
判
断
し
僧
を
殺
す
。
碁
を
終
え
て
僧
に
謁
見
し
よ
う
と
し
た
王
は
、
僧
の
処
刑
を
聞
い
て
嘆
き
悲
し
み
、
仏
所
に
赴
く
。
仏
は
、
前
世
で
国
王
は
田
の
中
の
蛙
で
あ
り
、
農
夫
で
あ
っ
た
上
人
に
鋤
で
首
を
切
ら
れ
て
死
ん
だ
と
い
う
因
縁
を
明
か
し
た
。
そ
し
て
「人
は
、
た
ゴ
む
く
ひ
を
し
る
べ
き
な
り
」
と
結
び
、
あ
る
行
為
に
は
そ
れ
に
応
じ
た
結
果
が
後
に
必
ず
あ
る
こ
と
を
自
覚
せ
よ
と
教
訓
し
て
い
る
。
た
と
え
故
意
で
は
な
く
不
注
意
の
結
果
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
物
の
命
を
奪
っ
た
行
為
に
よ
り
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
後
、
そ
の
報
い
を
受
け
、
僧
は
理
不
尽
な
最
後
を
遂
げ
る
。
『曽
我
物
語
』
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
況
や
伊
東
次
郎
助
親
入
道
は
、
わ
が
娘
が
頼
朝
と
の
問
に
儲
け
た
千
鶴
を
意
図
的
に
殺
害
し
て
い
る
。
今
無
惨
に
も
伊
東
入
道
が
刑
死
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
行
為
の
報
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
説
話
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
の
末
路
で
あ
る
と
、
物
語
の
編
者
は
主
張
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
仮
名
本
で
は
現
世
で
の
殺
生
の
報
い
を
現
世
で
受
け
る
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
引
用
さ
れ
た
説
話
で
は
、
過
去
世
で
の
殺
生
の
報
い
を
現
世
で
受
け
る
と
い
う
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
相
違
し
て
い
る
。
な
お
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
仮
名
本
『曽
我
物
　こ
語
』
の
他
の
諸
本
も
古
活
字
本
と
同
様
で
大
き
な
異
同
は
な
い
。
二
さ
て
、
こ
の
説
話
は
鎌
倉
期
の
説
話
集
『宝
物
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
説
話
は
五
戒
の
内
の
殺
生
戒
を
保
つ
こ
と
を
勧
め
る
部
分
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
次
に
『宝
物
集
』
(第
二
ぎ
　
種
七
巻
本
)
巻
第
五
の
本
文
を
示
す
。
昔
、
天
竺
の
国
王
、
行
業
た
つ
と
き
羅
漢
を
き
ゑ
せ
ん
が
た
め
に
む
か
へ
給
ふ
。
そ
の
ほ
ど
、
囲
碁
を
う
ち
て
ま
ち
給
ふ
に
、
羅
漢
ま
い
り
た
る
よ
し
を
奏
し
け
る
に
、
囲
碁
に
き
る
べ
き
所
の
あ
り
け
る
に
、
興
に
入
て
、
「
き
れ
」
と
の
た
ま
ひ
け
る
を
、
羅
漢
を
の
た
ま
ふ
な
め
り
と
て
、
羅
漢
の
首
を
き
り
つ
。
国
王
碁
を
う
ち
は
て
て
、
「羅
漢
こ
な
た
へ
」
と
よ
び
た
ま
ふ
に
、
「は
や
く
、
き
れ
と
侍
り
つ
れ
ば
、
き
り
侍
り
ぬ
」
と
申
け
れ
ば
、
心
う
く
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
え
ぬ
。
仏
在
世
の
事
な
り
け
れ
⇒く話説るす通共に　資導唱6̀庫文沢金と譎物我噌本名仮37
ば
、
仏
の
御
も
と
に
ま
う
で
て
、
事
の
あ
り
さ
ま
を
申
給
ひ
け
れ
ば
、
仏
、
国
王
に
つ
げ
て
の
た
ま
は
く
、
「昔
、
国
王
は
蛙
に
て
、
田
の
中
に
お
は
し
き
。
羅
漢
は
田
を
つ
く
る
農
夫
な
り
き
。
田
を
つ
く
る
ほ
ど
に
、
鍬
と
い
ふ
物
を
も
て
、
心
な
ら
ず
、
蛙
の
首
を
う
ち
き
り
て
き
。
農
夫
く
ゆ
れ
共
か
ひ
な
く
て
や
み
ぬ
。
今
、
そ
の
業
を
つ
ぐ
の
は
ん
が
た
め
に
、
心
な
ら
ず
こ
ろ
さ
る
〉
な
り
。
〔心
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
死
セ
バ
、
心
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
死
サ
ル
。
心
ナ
ラ
ズ
死
セ
バ
、
心
ナ
ラ
ズ
死
サ
ル
・
ナ
リ
。〕
無
始
生
死
よ
り
、
諸
仏
の
出
世
の
利
益
に
漏
れ
て
六
趣
に
輪
廻
し
て
か
な
し
む
は
、
殺
生
戒
を
た
も
た
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
」
と
そ
の
た
ま
ふ
。
n
p
n
　
傍
線
部
「心
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
死
セ
バ
、
心
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
死
サ
ル
。
心
ナ
ラ
ズ
死
セ
バ
、
心
ナ
ラ
ズ
死
サ
ル
・
ナ
リ
。
」
の
一
文
は
、
新
大
系
本
の
脚
注
に
よ
れ
ば
、
「底
・
瑞
・
九
本
な
し
、
久
本
に
よ
り
補
入
」
と
あ
る
通
り
、
底
本
た
る
吉
川
泰
雄
氏
蔵
本
や
瑞
光
寺
蔵
本
、
九
冊
本
等
に
無
く
、
身
延
山
久
遠
寺
蔵
本
に
よ
り
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
故
意
に
殺
せ
ば
故
意
に
殺
さ
れ
、
不
注
意
で
殺
せ
ば
不
注
意
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
内
容
は
ま
さ
に
、
前
章
で
見
た
『曽
我
物
語
』
の
伊
東
入
道
の
刑
死
の
場
面
及
び
そ
の
後
に
置
か
れ
た
「因
果
の
が
れ
ざ
る
理
」
を
主
題
と
す
る
説
話
と
重
な
り
あ
う
。
『宝
物
集
』
の
他
の
諸
本
で
は
、
こ
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
物
ノ
報
ト
云
事
ハ
、
心
ヲ
起
シ
テ
殺
サ
バ
、
心
ヲ
起
シ
テ
殺
サ
ル
・
也
。
心
ナ
ラ
ズ
殺
セ
バ
、
心
ナ
ラ
ズ
殺
サ
ル
・
也
。
(元
禄
六
年
刊
本
、
大
日
本
仏
教
全
書
所
収
)
物
報
ト
云
事
ハ
、
心
ヲ
起
シ
テ
殺
サ
バ
、
心
ヲ
起
シ
テ
殺
サ
ル
・
也
。
心
ナ
ラ
ズ
殺
セ
バ
、
心
ナ
ラ
ズ
殺
サ
ル
・
也
。
　る
　
(片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
)
あ
や
ま
ち
さ
へ
か
く
の
ご
と
し
。
い
は
ん
や
、
こ
〉
う
と
し
て
、
こ
ろ
さ
ん
む
く
ひ
に
お
ゐ
て
を
や
。
　
ら
　
(平
仮
名
古
活
字
三
巻
本
)
あ
や
ま
ち
さ
へ
か
く
の
ご
と
し
。
い
は
ん
や
こ
〉
ろ
を
お
こ
し
　　
　
て
こ
ろ
さ
ん
む
く
い
に
を
ひ
て
お
や
(二
巻
本
)
平
仮
名
古
活
字
三
巻
本
の
「あ
や
ま
ち
さ
へ
か
く
の
ご
と
し
。
い
は
ん
や
」
の
一
文
を
考
慮
す
る
と
、
『曽
我
物
語
』
の
文
脈
は
更
に
わ
か
り
や
す
く
、
意
図
的
で
な
く
「あ
や
ま
ち
」
で
蛙
を
殺
し
た
高
僧
で
さ
え
、
そ
の
過
去
世
の
報
い
を
現
世
で
受
け
て
思
い
が
け
ず
横
死
し
た
。
況
や
、
流
人
頼
朝
と
の
関
係
を
絶
つ
べ
く
千
鶴
を
惨
殺
し
た
伊
東
入
道
が
、
頼
朝
の
決
起
に
よ
り
処
刑
の
憂
き
目
を
見
た
の
は
当
然
の
報
い
な
の
で
あ
る
と
い
う
論
理
が
、
「
人
は
た
だ
む
く
ひ
を
知
る
べ
き
な
り
」
の
背
後
に
読
み
と
れ
る
。
　M
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『宝
物
集
』
と
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「上
人
」
(曽
我
物
語
)
1
「羅
漢
」
(宝
物
集
)、
「唐
鋤
」
(曽
我
物
語
)
ー
「鍬
」
(宝
物
集
)
な
ど
の
相
違
が
あ
る
か
ら
、
直
接
の
引
用
関
係
で
は
な
か
ろ
う
が
、
話
の
展
開
は
も
と
よ
り
同
文
的
に
一
致
す
る
部
分
も
多
く
、
仮
名
本
の
お
お
も
と
に
『
宝
物
集
』
が
あ
る
と
の
推
定
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
と
『宝
物
集
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
泉
弘
氏
は
、
「単
に
挿
入
独
立
説
話
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『曽
我
物
語
』
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
詩
句
・
経
典
・
故
事
等
の
引
用
も
多
数
存
在
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
利
用
さ
れ
た
『宝
物
集
』
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
「流
布
本
『曽
我
物
語
』
作
者
の
用
い
た
『宝
物
集
』
は
第
一
種
七
巻
本
系
に
属
す
る
も
の
(元
禄
六
年
刊
の
七
巻
本
系
)
」
　
　
　
と
の
結
論
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
説
話
に
限
っ
て
み
て
も
、
前
記
の
ご
と
く
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
名
詞
が
異
な
る
な
ど
、
仮
名
本
の
編
者
が
『
宝
物
集
』
を
座
右
に
於
い
て
逐
一
参
照
し
た
と
断
定
す
る
に
は
、
猶
不
安
を
覚
え
る
点
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
三
さ
ら
に
こ
の
説
話
は
『太
平
記
』
巻
第
二
に
も
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
『太
平
記
』
で
は
、
倒
幕
の
謀
議
に
荷
担
し
た
容
疑
で
拘
束
さ
れ
、
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
た
忠
円
・
文
観
・
円
観
の
三
人
の
高
僧
に
対
し
、
遠
流
・
左
遷
と
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
説
話
が
使
わ
れ
て
い
る
。
慶
長
八
年
刊
古
活
字
本
に
拠
れ
　ゑ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
時
ノ
天
災
ヲ
バ
、
大
権
ノ
聖
者
モ
遁
レ
給
ハ
ザ
ル
ニ
ヤ
。
昔
天
竺
ノ
波
羅
奈
国
二
、
戒
定
慧
ノ
三
学
ヲ
兼
備
シ
給
ヘ
ル
独
ノ
沙
門
ヲ
ハ
シ
ケ
リ
。
一
朝
ノ
国
師
ト
シ
テ
四
海
ノ
倚
頼
タ
リ
シ
カ
バ
、
天
下
ノ
人
帰
依
渇
仰
セ
ル
事
、
恰
大
聖
世
尊
ノ
出
世
成
道
ノ
如
也
。
或
時
其
国
ノ
大
王
法
会
ヲ
行
フ
ベ
キ
事
有
テ
説
戒
ノ
導
師
二
此
沙
門
ヲ
ゾ
請
ゼ
ラ
レ
ケ
ル
。
沙
門
則
勅
命
二
随
テ
鳳
闕
二
参
ゼ
ラ
ル
。
帝
折
節
碁
ヲ
被
遊
ケ
ル
砌
へ
、
伝
奏
参
テ
、
ア
ソ
バ
沙
門
参
内
ノ
由
ヲ
奏
シ
申
ケ
ル
ヲ
、
遊
シ
ケ
ル
碁
二
御
心
ヲ
入
ラ
レ
テ
、
是
ヲ
聞
食
レ
ズ
、
碁
ノ
手
二
付
テ
、
「截
レ
。
」
ト
仰
ラ
レ
ケ
ル
ヲ
、
伝
奏
聞
誤
リ
テ
、
此
沙
門
ヲ
刎
ト
ノ
勅
定
ゾ
ト
心
得
テ
、
禁
門
ノ
外
二
出
シ
、
則
沙
門
ノ
首
ヲ
刎
テ
ケ
リ
。
帝
碁
ヲ
ア
ソ
バ
シ
バ
テ
・
、
沙
門
ヲ
御
前
へ
召
ケ
レ
バ
、
典
獄
ノ
官
、
「勅
定
二
随
テ
首
ヲ
刎
タ
リ
。
」
ト
申
ス
。
帝
大
二
逆
鱗
ア
リ
テ
、
「
「行
死
定
テ
後
三
奏
ス
」
ト
云
ヘ
リ
。
而
ヲ
一
言
ノ
下
二
誤
ヲ
行
テ
、
朕
ガ
不
徳
ヲ
カ
サ
ヌ
。
罪
大
逆
二
同
ジ
。」
ト
テ
、
則
伝
奏
ヲ
召
出
シ
テ
三
族
ノ
罪
に
行
レ
ケ
リ
。
サ
テ
此
沙
門
罪
ナ
ク
シ
テ
死
刑
二
逢
ヒ
給
ヌ
ル
事
只
事
ニ
ア
ラ
ズ
、
前
生
ノ
宿
業
ニ
テ
ヲ
ハ
ス
ラ
ン
ト
思
食
レ
ケ
レ
バ
、
帝
其
故
ヲ
阿
⇒
_
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羅
漢
二
間
給
フ
。
阿
羅
漢
七
日
ガ
間
、
定
二
入
テ
宿
命
通
ヲ
得
テ
過
現
ヲ
見
給
フ
ニ
、
沙
門
ノ
前
生
ハ
耕
作
ヲ
業
ト
ス
ル
田
夫
也
。
帝
ノ
前
生
ハ
水
ニ
ス
ム
蛙
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
此
田
夫
鋤
ヲ
取
テ
春
ノ
山
田
ヲ
カ
ヘ
シ
ケ
ル
時
、
誤
テ
鋤
ノ
サ
キ
ニ
テ
、
蛙
ノ
頸
ヲ
ゾ
切
タ
リ
ケ
ル
。
此
因
果
二
依
テ
、
田
夫
ハ
沙
門
ト
生
レ
、
蛙
ハ
波
羅
奈
国
ノ
大
王
ト
生
レ
、
誤
テ
又
死
罪
ヲ
行
レ
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。
サ
レ
バ
此
上
人
モ
、
何
ナ
ル
修
因
感
果
ノ
理
二
依
力
、
卦
ル
不
慮
ノ
罪
二
沈
給
ヌ
ラ
ン
ト
、
不
思
議
也
シ
事
共
也
。
円
観
ら
三
人
の
遠
流
は
、
幕
府
調
伏
の
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
末
尾
に
い
う
が
如
き
「
不
慮
ノ
罪
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
『太
平
記
』
編
者
は
そ
う
し
た
現
在
の
彼
ら
の
行
動
を
、
こ
の
度
の
受
刑
の
原
因
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
、
即
ち
倒
幕
活
動
は
悪
報
を
招
く
よ
う
な
原
因
で
は
な
い
と
見
な
し
て
い
る
節
が
あ
る
点
興
味
深
い
。
ま
た
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
で
は
、
報
い
を
受
け
た
伊
東
入
道
の
千
鶴
殺
害
の
罪
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『太
平
記
』
で
は
三
人
の
高
僧
は
少
な
く
と
も
物
語
に
描
か
れ
る
範
囲
で
は
殺
生
の
罪
は
犯
し
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て
「何
ナ
ル
修
因
感
果
ノ
理
二
依
力
」
と
の
疑
問
が
出
る
わ
け
で
あ
る
し
、
引
用
説
話
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
三
人
の
「
天
災
」
の
原
因
を
過
去
世
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
説
話
は
、
神
宮
徴
古
館
本
・
神
田
本
・
玄
久
本
な
ど
の
『太
平
記
』
の
諸
本
に
古
活
字
本
と
同
文
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
西
源
院
本
に
は
全
く
見
え
な
い
。
『太
平
記
』
に
利
用
さ
れ
た
こ
の
説
話
と
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
や
『宝
物
集
』
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、
話
の
大
筋
で
は
一
見
類
同
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
る
語
句
は
、
「説
戒
ノ
導
師
」
「鳳
闕
」
「勅
命
」
「伝
奏
」
「勅
定
」
「逆
鱗
」
「典
獄
」
「大
逆
」
な
ど
、
『曽
我
物
語
』
や
『宝
物
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
漢
語
を
多
用
し
て
お
り
、
説
話
の
細
部
に
つ
い
て
も
、
『太
平
記
』
で
は
伝
奏
の
勘
違
い
に
激
怒
し
た
国
王
が
伝
奏
を
「
三
族
ノ
罪
」
に
行
っ
た
と
し
、
僧
の
死
を
知
っ
た
国
王
が
嘆
き
悲
し
ん
で
仏
所
へ
赴
い
た
と
す
る
『曽
我
物
語
』
や
『宝
物
集
』
と
異
な
る
。
さ
ら
に
『太
平
記
』
の
設
定
で
は
、
伝
奏
の
一
族
を
殺
す
行
為
に
よ
り
、
国
王
は
更
に
殺
生
の
罪
を
重
ね
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
業
の
連
環
を
脱
す
る
方
途
は
示
さ
れ
て
い
な
い
点
、
殺
生
の
罪
を
戒
め
る
『宝
物
集
』
の
説
話
や
、
国
王
が
「未
来
の
因
果
を
か
な
し
み
て
を
〉
く
の
心
ざ
し
を
つ
く
し
て
か
の
苦
を
ま
ぬ
か
れ
」
た
と
す
る
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
と
は
異
な
っ
た
文
脈
と
な
る
。
ま
た
、
国
王
が
僧
の
横
死
の
原
因
を
尋
ね
る
相
手
に
し
て
も
、
他
の
二
者
が
仏
と
す
る
に
対
し
、
『太
平
記
』
で
は
阿
羅
漢
に
相
談
し
て
い
て
、
総
じ
て
、
『宝
物
集
』
の
ご
と
き
説
話
か
ら
の
乖
離
度
は
大
き
く
、
『太
平
記
』
編
者
が
『宝
物
集
』
な
ど
を
直
接
利
用
し
て
、
当
該
説
話
を
本
編
に
組
み
込
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
04
な
お
、
『太
平
記
』
の
中
の
「行
死
定
テ
後
三
奏
ス
」
と
い
う
国
王
の
言
葉
は
、
『貞
観
政
要
』
に
由
来
し
我
が
国
の
「獄
令
」
に
も
あ
り
、
『明
文
抄
』
に
も
引
か
れ
る
こ
と
、
岡
見
正
雄
氏
の
詳
注
が
　　
　
あ
る
。
そ
の
構
成
や
収
録
説
話
が
『太
平
記
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
三
国
伝
記
』
に
も
、
こ
の
説
話
が
見
え
る
。
巻
第
十
一
の
第
一
話
「波
羅
奈
国
比
丘
ノ
事
」
が
そ
れ
で
、
題
名
の
下
に
　
り
　
「因
果
難
遁
事
」
と
注
記
が
あ
る
。
第
一
、
波
羅
奈
国
比
丘
ノ
事
因
果
難
遁
事
梵
日
、
昔
、
波
羅
奈
国
二
戒
定
慧
ノ
三
学
兼
備
シ
、
身
口
意
ノ
三
業
ヲ
通
達
セ
ル
沙
門
有
リ
。
一
朝
ノ
国
師
、
四
海
ノ
倚
頼
タ
リ
。
代
々
ノ
明
王
同
ク
帰
依
ヲ
致
シ
、
世
々
ノ
賢
相
悉
ク
渇
仰
ヲ
尽
シ
給
フ
コ
ト
、
大
聖
釈
迦
ノ
如
シ
。
所
以
二
屡
紫
闥
ノ
中
二
出
入
シ
、
常
二
金
星
ノ
下
二
徘
徊
セ
リ
。
或
ル
時
、
法
会
ヲ
行
フ
ベ
キ
事
有
テ
、
先
ヅ
説
戒
ノ
導
師
二
此
ノ
沙
門
ヲ
請
給
。
勅
命
二
随
ヒ
鳳
闕
二
参
ズ
。
王
折
節
碁
ヲ
打
給
フ
砌
へ
、
伝
奏
沙
門
参
内
ノ
由
ヲ
申
シ
ケ
ル
ヲ
、
帝
碁
二
御
意
入
二
付
、
碁
ノ
手
二
、
「截
レ
」
ト
仰
ラ
レ
ケ
ル
ヲ
、
伝
奏
聞
誤
テ
、
「截
レ
」
ト
勅
定
也
ト
心
得
テ
、
禁
門
ノ
外
へ
出
シ
、
則
チ
沙
門
ノ
頸
ヲ
切
ニ
ケ
リ
。
帝
其
ノ
後
沙
門
ヲ
召
ケ
ル
ニ
、
典
獄
ノ
官
、
「勅
定
二
随
テ
首
ヲ
刎
ネ
ツ
」
ト
奏
ス
。
大
二
逆
鱗
有
テ
、
「
『死
ヲ
行
フ
コ
ト
定
テ
後
三
タ
ビ
奏
ス
』
ト
云
ヘ
リ
。
爾
二
、
一
言
ノ
下
タ
ニ
誤
リ
ヲ
行
テ
、
朕
ガ
不
徳
ヲ
顕
ス
コ
ト
、
甚
ダ
大
逆
ノ
臣
也
L
ト
怒
給
ヘ
ド
モ
甲
斐
無
シ
。
御
ン
歎
ノ
余
、
阿
羅
漢
二
問
玉
フ
。
羅
漢
七
日
ノ
間
定
二
入
リ
、
宿
命
通
ヲ
得
テ
、
彼
ノ
過
現
ヲ
見
玉
フ
ニ
、
「此
ノ
沙
門
前
生
ハ
耕
作
ヲ
業
ト
ス
ル
田
夫
也
。
帝
ノ
前
生
ハ
水
二
栖
ム
蛙
ニ
テ
有
キ
。
其
ノ
田
夫
春
ノ
荒
小
田
ヲ
耕
ケ
ル
時
キ
、
誤
テ
鋤
ノ
サ
キ
ニ
テ
切
タ
リ
。
然
二
、
田
夫
ハ
今
ノ
沙
門
ト
生
レ
、
蛙
ハ
波
羅
奈
国
ノ
大
王
ト
生
タ
リ
。
彼
ノ
因
果
二
依
テ
此
ノ
報
ヲ
感
ズ
」
ト
奏
シ
ケ
リ
。
其
ノ
後
、
帝
深
ク
殺
生
ヲ
禁
断
有
リ
ケ
リ
ト
云
云
。
全
体
的
に
『太
平
記
』
と
細
か
い
語
句
の
レ
ベ
ル
ま
で
一
致
し
、
両
者
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
成
立
時
期
か
ら
見
て
、
『太
平
記
』
が
『
三
国
伝
記
』
に
先
行
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
動
か
ず
、
す
る
と
点
線
部
な
ど
の
『太
平
記
』
に
見
ら
れ
な
い
文
章
な
ど
は
、
典
拠
に
対
句
仕
立
て
の
美
辞
麗
句
を
附
加
す
る
傾
向
に
あ
る
『三
国
伝
記
』
編
者
の
増
補
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
無
視
し
得
な
い
の
は
実
線
部
の
相
違
で
、
『太
平
記
』
で
は
国
王
の
言
葉
を
誤
解
し
て
高
僧
を
処
刑
し
た
伝
奏
を
、
国
王
は
「
三
族
ノ
刑
」
に
処
し
て
い
る
が
、
『三
国
伝
記
』
で
は
「怒
給
ヘ
ド
モ
甲
斐
無
シ
」
と
し
て
、
国
王
は
そ
れ
以
上
の
罪
を
犯
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
末
尾
に
は
「深
ク
殺
生
ヲ
禁
断
有
リ
ケ
リ
」
と
あ
り
、
か
え
っ
.
.
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て
『宝
物
集
』
や
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
の
文
脈
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『三
国
伝
記
』
で
は
、
こ
の
次
の
第
二
話
「
為
秦
安
義
造
普
賢
事
」
の
題
名
の
下
に
「
殺
生
罪
除
事
」
と
あ
り
、
「三
話
一
類
様
式
」
を
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
殺
生
の
罪
に
よ
る
因
果
と
そ
の
懺
悔
滅
罪
が
第
一
話
か
ら
第
三
話
ま
で
の
主
題
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
『太
平
記
』
の
ま
ま
で
は
国
王
が
殺
生
を
く
り
返
し
て
お
り
、
そ
の
回
心
は
定
か
で
な
く
、
懺
悔
の
要
素
が
見
ら
れ
な
い
た
め
適
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
『三
国
伝
記
』
が
『太
平
記
』
を
摂
取
す
る
に
あ
た
り
、
自
己
の
作
品
構
成
の
論
理
に
随
っ
て
典
拠
を
適
宜
改
編
し
て
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
四
『太
平
記
』
の
こ
の
説
話
の
淵
源
に
つ
い
て
、
『太
平
記
抄
』
以
来
諸
家
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
『賢
愚
経
』
巻
第
四
の
曇
摩
芯
提
の
因
縁
(大
正
蔵
巻
四
・
三
七
九
頁
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
訳
一
切
経
所
収
本
に
よ
り
そ
の
本
文
を
示
す
。
目
連
又
言
は
く
、
過
去
世
の
時
此
の
閻
浮
提
一
国
王
有
り
。
名
を
曇
摩
芯
提
と
日
ふ
。
〈秦
に
法
増
と
言
ふ
〉
布
施
・
持
戒
・
聞
法
を
好
喜
み
慈
悲
の
心
有
り
。
性
暴
悪
な
ら
ず
。
物
の
命
を
傷
け
ず
、
王
相
を
具
ふ
。
正
法
に
よ
り
て
国
を
治
む
る
こ
と
二
十
年
を
満
す
。
事
閑
暇
を
簡
び
人
と
共
に
博
戯
す
。
時
に
一
人
法
を
犯
し
て
人
を
殺
す
も
の
有
り
。
諸
臣
、
王
に
白
さ
く
、
「外
に
、
一
人
有
り
王
法
を
犯
す
。
云
何
が
罪
を
治
め
む
」
と
。
王
、
時
に
戯
を
慕
ひ
脱
し
て
之
に
答
へ
て
言
く
、
「
国
法
に
随
っ
て
治
せ
よ
」
と
。
即
ち
、
限
律
を
案
ず
る
に
「
人
を
殺
さ
ば
　
応
に
死
す
べ
し
」
と
。
尋
い
で
此
の
人
を
殺
す
。
王
、
博
戯
し
已
り
諸
臣
に
問
ふ
て
言
く
、
「向
の
罪
人
今
何
の
所
に
在
る
、
我
、
断
決
せ
む
と
欲
す
」
と
。
臣
、
王
に
白
し
て
言
さ
く
、
「国
法
に
随
っ
て
治
す
。
今
、
已
に
殺
し
竟
る
」
と
。
王
、
是
の
語
を
聞
き
悶
絶
し
地
に
竟
る
。
諸
臣
左
右
冷
水
に
て
面
を
灑
ぐ
。
良
久
し
く
し
て
乃
ち
蘇
へ
り
。
泣
を
垂
れ
て
言
く
、
「宮
人
・
妓
女
・
象
・
馬
・
七
宝
悉
く
此
に
於
て
住
す
。
唯
、
我
れ
も
と
い
ま
一
人
独
り
地
獄
の
中
諸
の
苦
痛
を
受
く
。
我
、
本
末
だ
王
と
為
ら
ざ
る
の
時
、
而
も
此
の
宮
中
に
亦
王
治
有
り
。
我
久
し
か
ら
ず
し
て
死
す
も
、
此
の
中
亦
当
に
続
き
て
王
治
有
る
べ
し
。
我
、
名
は
王
と
為
り
而
し
て
人
の
命
を
害
す
。
当
に
知
る
べ
し
、
便
ち
是
れ
栴
陀
羅
の
王
な
り
。
知
ら
ず
、
世
々
当
に
何
の
所
に
趣
く
べ
き
か
。
我
、
今
決
定
し
王
と
為
る
べ
か
ら
ず
。
即
王
の
位
を
捨
て
山
に
入
り
自
ら
守
ら
む
」
と
。
時
に
王
命
終
り
大
海
の
中
に
生
じ
、
摩
竭
魚
と
作
る
。
其
の
身
長
大
に
し
て
七
百
由
句
な
り
。
諸
王
・
大
臣
、
自
ら
勢
力
を
恃
み
抂
げ
て
百
姓
を
尅
し
24
人
民
を
離
別
し
衆
生
を
剥
脱
し
、
命
終
り
て
多
く
摩
竭
大
魚
と
作
る
。
多
く
諸
虫
有
り
て
其
の
身
を
暖
身
す
。
譬
へ
ば
號
氈
と
茸
と
を
拘
執
す
る
が
如
く
身
に
著
く
諸
虫
も
亦
復
是
の
如
し
。
s
　
,
身
廣
痒
す
る
の
故
に
頗
梨
山
に
揩
ひ
て
諸
虫
を
砕
殺
す
。
血
流
れ
て
海
を
汚
し
、
百
里
皆
赤
し
、
此
の
罪
の
緑
を
以
て
是
に
於
て
命
終
り
て
大
地
獄
に
堕
す
。
(〈
〉
は
割
注
)
釈
迦
の
高
弟
目
連
の
伝
え
る
話
と
し
て
、
曇
摩
菰
提
と
い
う
善
行
を
好
み
慈
悲
深
い
国
王
が
、
「
博
戯
」
中
に
奏
上
さ
れ
た
殺
人
犯
の
罪
科
に
つ
い
て
、
遊
び
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
「法
に
任
せ
よ
」
と
命
じ
た
結
果
、
法
律
通
り
犯
人
は
死
罪
と
な
っ
た
。
王
は
こ
の
事
を
悔
い
、
王
位
を
捨
て
る
決
意
を
し
て
、
そ
の
死
後
、
巨
大
な
「摩
竭
魚
」
と
な
る
。
し
か
し
、
大
魚
の
身
体
に
は
多
く
の
虫
が
吸
い
付
い
て
お
り
痒
み
甚
だ
し
く
、
そ
れ
を
掻
く
た
め
に
「頗
梨
山
」
に
身
を
擦
り
つ
け
た
所
、
多
く
の
虫
が
死
に
、
血
が
流
れ
て
海
を
汚
し
た
、
そ
の
罪
に
よ
り
、
さ
ら
に
地
獄
へ
堕
ち
て
ゆ
く
と
い
う
因
縁
で
あ
る
。
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
や
『宝
物
集
』
『
三
国
伝
記
』
等
の
現
行
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
、
当
該
説
話
の
源
流
と
し
て
提
出
さ
れ
る
経
典
で
は
あ
る
が
、
改
め
て
本
文
を
比
較
す
る
と
日
本
の
説
話
と
の
距
離
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
日
本
の
説
話
で
は
、
王
が
囲
碁
に
気
を
取
ら
れ
不
用
意
な
発
言
を
し
た
た
め
に
徳
高
い
高
僧
が
不
慮
の
刑
死
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
が
、
『賢
愚
経
』
で
は
、
王
が
「博
戯
」
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
と
は
言
え
、
「国
法
に
随
っ
て
処
理
せ
よ
」
と
命
じ
て
お
り
、
こ
の
命
令
自
体
は
特
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
処
刑
さ
れ
た
の
は
無
実
の
人
間
で
は
な
く
、
国
法
に
よ
れ
ば
死
刑
と
規
定
さ
れ
て
い
る
殺
人
犯
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
客
観
的
に
は
国
王
に
糾
弾
さ
れ
る
べ
き
落
ち
度
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
慈
悲
深
い
国
王
自
身
が
、
自
ら
の
行
為
を
深
く
後
悔
し
て
王
位
を
捨
て
魚
と
な
る
。
そ
れ
で
も
猶
、
殺
生
の
罪
業
は
ど
こ
ま
で
も
そ
の
報
い
を
求
め
、
国
王
は
魚
の
身
に
お
い
て
も
殺
生
を
重
ね
る
こ
と
と
な
り
遂
に
堕
地
獄
す
る
。
『賢
愚
経
』
に
よ
れ
ば
、
国
王
が
い
だ
い
た
「殺
生
」
と
い
う
認
識
そ
の
も
の
が
、
殺
生
の
報
い
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
か
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
、
刑
死
し
た
男
と
国
王
と
の
過
去
世
の
因
縁
な
ど
は
全
く
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
説
話
で
は
、
国
王
の
不
注
意
な
態
度
や
、
そ
れ
を
誤
解
し
た
伝
奏
の
更
な
る
悲
劇
的
な
間
違
い
な
ど
に
よ
り
、
高
僧
の
理
不
尽
な
死
が
一
層
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
理
不
尽
さ
の
理
由
と
し
て
の
「解
き
明
か
し
」
が
、
過
去
世
の
因
縁
譚
と
い
う
形
で
語
ら
れ
、
殺
生
の
報
い
の
逃
れ
が
た
さ
が
、
経
典
よ
り
も
む
し
ろ
効
果
的
に
読
み
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
「
改
変
」
が
、
日
本
古
曲
ハの
成
立
の
場
で
成
さ
れ
た
も
の
　　
l
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と
考
え
る
の
は
速
断
に
過
ぎ
よ
う
。
仏
典
中
に
は
こ
の
因
縁
の
類
話
を
他
に
見
い
だ
し
て
お
ら
ず
、
『賢
愚
経
』
が
し
ば
し
ば
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
敦
煌
石
窟
の
壁
画
に
も
、
こ
の
因
縁
を
描
い
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
如
上
の
様
々
な
相
違
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
古
典
に
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
と
『賢
愚
経
』
所
収
の
因
縁
と
を
短
絡
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
五
日
本
の
古
曲
ハ作
品
に
お
け
る
こ
の
説
話
の
典
拠
を
考
察
す
る
上
で
へ
い
す
い
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
古
く
岡
田
挺
之
の
『秉
穂
録
』
(『日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
二
十
所
収
)
に
指
摘
さ
れ
る
『酉
　け
　
陽
雑
俎
』
続
集
巻
第
四
「
貶
誤
」
の
一
条
で
あ
ろ
う
。
俗
説
、
沙
門
杯
渡
入
梁
、
武
帝
召
之
、
方
奔
棋
呼
殺
、
闇
者
誤
聴
殺
之
。
浮
休
子
云
、
梁
有
儘
頭
師
、
高
行
神
異
、
武
帝
敬
之
、
嘗
令
中
使
召
至
、
陛
奏
櫨
頭
師
至
、
帝
方
棋
、
欲
殺
子
一
段
、
応
声
日
、
「殺
」
。
中
使
人
拠
出
斬
之
。
帝
棋
罷
、
命
師
人
。
中
使
日
「向
者
陛
下
令
殺
、
已
法
之
矣
。
師
臨
死
云
、
『我
無
罪
、
前
生
為
沙
弥
、
誤
鋤
殺
一
蚓
、
帝
時
為
蚓
、
今
此
報
也
。
』」
俗
説
に
よ
る
と
、
沙
門
の
杯
渡
は
、
梁
に
入
っ
て
、
武
帝
〔蕭
衍
〕
が
召
見
さ
れ
た
。
奕
棋
〔囲
碁
〕
を
し
て
い
た
と
き
、
「殺
せ
」
と
声
を
出
し
た
。
警
護
の
宦
官
は
、
そ
れ
を
き
き
あ
や
ま
り
、
沙
門
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
浮
休
子
〔張
驚
〕
に
よ
る
と
、
梁
に
、
権
頭
師
と
い
う
高
徳
の
不
思
議
な
法
師
が
い
た
。
武
帝
は
、
法
師
を
尊
敬
し
て
い
た
。
か
つ
て
中
使
に
命
令
し
て
召
し
出
し
、
陛
に
着
い
た
の
で
、
櫨
頭
師
が
参
り
ま
し
た
と
上
奏
し
た
。
帝
は
、
そ
の
と
き
、
棋
〔碁
〕
を
う
っ
て
い
て
子
を
ひ
と
つ
殺
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
声
に
応
じ
て
、
「殺
せ
」
と
い
っ
た
。
中
使
は
、
い
そ
い
で
出
て
、
法
師
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
。
帝
は
、
棋
が
お
わ
っ
て
、
法
師
に
入
れ
と
命
じ
た
。
中
使
は
、
「さ
き
ほ
ど
、
陛
下
は
殺
せ
と
お
お
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
も
う
執
行
い
た
し
ま
し
た
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
法
師
は
、
死
に
臨
ん
で
い
っ
た
。
「
わ
し
は
、
無
罪
だ
。
た
だ
、
前
生
に
沙
弥
で
あ
っ
た
と
き
、
誤
っ
て
鋤
で
蚓
を
一
匹
殺
し
た
こ
と
が
あ
る
。
帝
は
、
そ
の
と
き
蚓
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
そ
の
報
い
を
受
け
た
の
だ
」
。
『酉
陽
雑
俎
』
前
集
二
十
巻
・
続
集
十
巻
は
、
唐
の
段
成
式
(?
1
八
六
三
)
の
編
著
で
、
諸
方
面
の
怪
異
譚
を
豊
富
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
提
出
話
は
二
つ
の
説
話
か
ら
成
り
、
一
つ
は
「俗
説
」
と
し
て
、
高
僧
杯
渡
が
囲
碁
を
し
て
い
た
梁
の
武
帝
の
不
注
意
な
一
言
に
よ
り
処
刑
さ
れ
る
話
。
も
う
一
つ
は
、
「浮
休
子
云
」
と
し
て
、
44
こ
りつ
梁
の
高
僧
櫨
頭
師
が
や
は
り
囲
碁
中
の
武
帝
の
一
言
に
よ
り
刑
死
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
法
師
の
末
期
の
言
葉
が
残
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
不
慮
の
災
難
は
、
前
世
で
蚓
で
あ
っ
た
武
帝
を
法
師
が
誤
っ
て
鋤
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
報
い
だ
と
い
う
。
前
者
の
杯
渡
に
つ
い
て
、
梁
慧
皎
の
『高
僧
伝
』
巻
十
の
伝
に
よ
れ
ば
、
そ
の
事
蹟
に
は
怪
異
な
る
も
の
が
多
い
が
、
武
帝
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
他
に
所
伝
を
見
な
い
。
後
者
の
「権
頭
師
」
に
つ
い
て
は
伝
記
未
詳
。
後
者
の
「
浮
休
子
」
と
は
、
『遊
仙
窟
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
サ
ク
る
張
驚
(字
は
文
成
、
生
没
年
未
詳
)
の
号
で
、
玄
宗
の
開
元
末
年
(七
四
一
)
頃
ま
で
在
世
し
た
と
さ
れ
、
日
本
で
は
『宝
物
集
』
な
ど
に
則
天
武
后
と
の
関
係
を
匂
わ
す
典
拠
未
詳
の
説
話
が
載
る
な
ど
、
逸
話
の
多
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
著
と
さ
れ
る
現
行
の
『朝
野
僉
載
』
全
六
巻
に
は
、
張
鶩
没
後
の
記
事
も
含
ま
れ
る
事
か
ら
、
後
人
の
補
遺
も
含
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
巻
第
二
に
『酉
陽
雑
俎
』
が
引
く
説
話
を
ほ
ぼ
同
文
で
載
せ
、
文
宋
に
「帝
流
涙
悔
恨
亦
無
及
焉
」
の
一
文
が
あ
る
。
梁
の
武
帝
蕭
衍
(四
六
四
-
五
四
九
)
は
、
儒
仏
老
に
詳
し
く
多
数
の
著
作
を
残
し
、
熱
心
な
仏
教
信
仰
や
草
隷
の
書
に
通
じ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
学
問
人
で
、
囲
碁
を
好
み
、
自
ら
『碁
評
』
一
巻
を
著
し
て
い
る
。
さ
て
『酉
陽
雑
俎
』
続
集
巻
第
四
に
記
す
二
つ
の
説
話
、
特
に
後
者
の
そ
れ
と
『宝
物
集
』
の
説
話
を
比
較
す
る
と
、
話
の
展
開
の
酷
似
に
驚
く
の
で
あ
る
。
高
僧
が
王
に
招
か
れ
て
参
内
し
た
と
こ
ろ
、
王
は
囲
碁
の
最
中
で
、
王
の
「殺
せ
」
(
截
れ
)
と
の
つ
ぶ
や
き
を
、
僧
を
処
刑
せ
よ
と
の
命
令
で
あ
る
と
臣
下
が
誤
解
し
て
処
刑
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
高
僧
の
横
死
の
原
因
は
、
前
世
で
王
が
蚓
(蛙
)
で
あ
っ
た
の
を
高
僧
が
誤
っ
て
鋤
で
殺
し
た
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
説
話
の
骨
格
は
両
者
全
く
同
じ
と
見
て
よ
く
、
そ
の
類
似
度
の
高
さ
は
先
に
見
た
『賢
愚
経
』
の
比
で
は
な
い
。
異
な
る
の
は
、
国
王
が
高
僧
横
死
の
原
因
を
知
る
手
段
で
、
『酉
陽
雑
俎
』
(『朝
野
僉
載
』
も
同
じ
)
で
は
高
僧
自
ら
が
死
ぬ
前
に
前
世
の
因
縁
を
遺
言
し
た
の
に
対
し
、
『宝
物
集
』
で
は
国
王
が
仏
所
に
赴
い
て
仏
よ
り
高
僧
と
自
分
の
前
世
で
の
因
縁
を
聞
く
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
話
の
改
変
は
、
仏
教
の
殺
生
戒
や
因
果
応
報
思
想
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
施
さ
れ
た
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
場
所
も
天
竺
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
唐
代
中
国
の
俗
話
を
利
用
し
て
、
日
本
に
お
い
て
か
か
る
仏
教
説
話
へ
と
改
変
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
六
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
の
「高
僧
刎
頸
説
話
」
を
め
ぐ
り
、
関
連
資
料
を
通
覧
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
も
う
一
つ
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
唱
導
資
料
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
⇒
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前
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
巻
第
七
に
記
さ
　
ね
　
れ
る
「今
の
慈
恩
寺
」
の
縁
起
説
話
を
め
ぐ
り
、
こ
の
説
話
が
、
通
説
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
近
江
の
慈
恩
寺
で
は
な
く
、
中
国
長
安
の
慈
恩
寺
に
関
す
る
縁
起
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
渡
来
の
言
説
と
い
う
よ
り
も
、
朗
詠
注
な
ど
を
通
し
て
中
世
の
日
本
で
生
成
流
通
し
た
「中
国
説
話
」
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
悲
母
の
慈
愛
を
強
調
す
る
慈
恩
寺
の
縁
起
譚
が
、
亡
母
追
善
な
ど
を
目
的
と
す
る
唱
導
の
現
場
で
実
際
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
時
の
言
説
が
現
存
す
る
事
を
、
金
沢
　お
　
文
庫
蔵
の
唱
導
資
料
を
紹
介
し
て
提
示
し
た
。
前
稿
の
注
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
と
共
通
す
る
金
沢
文
庫
の
唱
導
資
料
は
慈
恩
寺
の
縁
起
譚
の
み
で
は
な
く
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「高
僧
刎
頸
説
話
」
も
亦
、
同
文
　レ
　
庫
の
唱
導
資
料
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
蔵
『大
王
不
慮
切
羅
漢
頸
事
』
(三
〇
九
i
五
〇
)
大
王
不
慮
切
羅
漢
頸
事
/
殺
生
戒
可
合
事
L
(表
紙
)
昔
天
竺
二
大
王
有
リ
。
一
人
ノ
羅
漢
僧
二
帰
依
ス
。
或
時
、
此
羅
漢
僧
ヲ
王
宮
二
請
入
、
而
大
王
此
時
折
シ
モ
囲
碁
二
打
入
給
時
二
、
羅
漢
僧
案
内
之
由
奏
L
(表
紙
裏
)
聞
ス
。
而
囲
碁
二
切
ヘ
キ
所
之
候
ケ
ル
ヲ
、
国
王
興
二
入
、
大
声
ニ
テ
切
レ
ト
言
ケ
ル
ヲ
、
羅
漢
参
内
之
由
奏
聞
ス
ル
臣
下
、
羅
漢
之
頸
切
レ
ト
ノ
玉
フ
ト
意
得
テ
、
左
右
無
ク
行
方
へ
具
行
テ
忽
頸
ヲ
切
リ
了
。
大
王
之
ヲ
知
ラ
ス
、
囲
碁
打
ハ
テ
、
羅
」
(
ー
オ
)
漢
コ
ナ
タ
ヘ
ト
勅
ラ
レ
テ
、
御
対
面
有
ン
ト
欲
ス
ル
之
処
、
臣
下
上
件
子
細
ヲ
奏
ス
。
大
王
手
ヲ
打
、
大
二
歎
給
。
ト
カ
ク
云
ニ
モ
及
ハ
ス
、
歎
悲
給
思
ノ
余
リ
、
如
来
在
世
ノ
事
テ
候
ケ
レ
ハ
、
大
王
仏
前
二
詣
テ
、
此
事
ヲ
悲
申
玉
フ
。
仏
大
王
二
告
、
是
ハ
昔
ノ
業
因
業
L
(ー
ウ
)
果
相
也
。
力
及
ハ
ス
。
大
王
、
昔
蛙
ト
云
物
テ
田
中
二
御
キ
。
羅
漢
ハ
其
時
耕
ス
農
夫
也
。
田
ヲ
作
ル
之
問
、
鋤
云
物
ヲ
モ
テ
心
ナ
ラ
ス
、
蛙
頸
打
切
テ
農
夫
後
悔
レ
ト
モ
甲
斐
無
、
今
其
業
ヲ
償
テ
、
心
ナ
ラ
ス
此
羅
漢
頸
ヲ
切
也
。
業
因
業
果
ノ
感
応
ス
ル
所
L
(2
オ
)
皆
以
テ
此
ノ
如
シ
。
心
ナ
ラ
ス
之
ヲ
殺
セ
ハ
、
心
ナ
ラ
ス
殺
サ
ル
。
心
ヲ
発
シ
テ
之
ヲ
殺
セ
ハ
、
必
又
心
ヲ
発
シ
テ
殺
サ
ル
。
此
ハ
生
死
之
常
習
、
定
レ
ル
法
式
也
云
々
。L
(2
ウ
)
こ
れ
を
『宝
物
集
』
・
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
・
『太
平
記
』
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
一
見
し
て
『宝
物
集
』
と
の
同
文
的
一
致
度
が
高
く
、
本
稿
二
章
で
検
討
し
た
「
心
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
死
セ
バ
云
々
」
の
一
文
も
唱
導
資
料
に
は
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
唱
導
資
料
に
は
そ
の
表
紙
に
「殺
生
戒
可
合
事
」
と
あ
り
、
『宝
物
集
』
の
当
該
説
話
記
載
の
目
的
と
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
資
料
は
殺
生
戒
を
説
く
目
的
で
『宝
物
集
』
よ
り
抄
出
さ
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
64
た
だ
し
、
「鍬
」
(宝
物
集
)
1
「鋤
」
(唱
導
資
料
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
直
接
『宝
物
集
』
を
参
照
し
た
も
の
と
は
断
定
で
き
ず
、
『宝
物
集
』
に
は
見
ら
れ
ぬ
唱
導
資
料
の
傍
線
部
の
独
自
文
「
業
因
業
果
ノ
感
応
ス
ル
所
皆
以
テ
此
ノ
如
シ
」
が
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
に
「そ
の
因
果
の
が
れ
ず
し
て
、
き
ら
れ
け
り
。
因
果
は
、
か
や
う
な
る
も
の
を
や
」
と
し
て
、
意
味
的
に
類
似
す
る
言
説
を
見
る
こ
と
は
な
か
な
か
興
味
深
い
。
前
稿
で
の
検
討
に
お
い
て
も
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
と
唱
導
資
料
の
間
に
、
直
接
の
書
承
関
係
は
考
え
ら
れ
ず
、
ー
前
稿
で
扱
っ
た
唱
導
資
料
は
、
今
回
の
資
料
よ
り
も
美
辞
麗
句
に
満
ち
た
対
句
表
現
を
多
用
し
、
語
り
の
臨
場
感
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ー
1
今
回
も
曲
ハ拠
関
係
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
が
、
ど
う
い
っ
た
説
話
を
本
文
に
取
り
込
む
か
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
唱
導
の
現
場
に
お
け
る
そ
の
説
話
の
使
用
の
頻
度
な
ど
も
、
選
択
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
寺
院
の
唱
導
活
動
を
通
し
て
、
あ
る
程
度
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
が
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
な
ど
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
る
文
脈
に
つ
い
て
も
、
唱
導
の
場
に
お
い
て
そ
の
説
話
が
担
っ
た
で
あ
ろ
う
「
目
的
」
に
沿
っ
た
形
で
、
仮
名
本
の
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
の
編
者
が
、
直
接
『宝
物
集
』
を
参
照
し
た
と
す
る
に
は
不
安
な
点
も
あ
り
、
両
書
の
間
に
金
沢
文
庫
の
唱
導
資
料
の
ご
と
き
文
献
を
介
在
さ
せ
て
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
注(1
)
以
下
、
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
十
行
古
活
字
本
を
底
本
と
す
る
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
両
氏
校
注
『曽
我
物
語
』
(昭
和
四
一
年
、
岩
波
書
店
)
を
用
い
、
適
宜
他
の
諸
本
を
参
照
す
る
。
(2
)
南
葵
文
庫
本
・
万
法
寺
本
・
東
大
本
・
彰
考
館
本
等
を
参
照
し
た
。
(3
)
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本
(小
泉
弘
・
山
田
昭
全
両
氏
校
注
、
一
九
九
三
年
、
岩
波
書
店
)
を
使
用
す
る
。
(
4
)
引
用
は
山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
各
氏
編
『宝
物
集
』
(
一
九
九
五
年
、
お
う
ふ
う
)
に
よ
る
。
(
5
)
引
用
は
吉
田
幸
一
氏
校
『宝
物
集
三
巻
本
』
(
一
九
五
三
年
、
古
典
文
庫
第
七
七
冊
)
に
よ
る
。
(
6
)
簗
瀬
一
雄
氏
『校
合
二
巻
本
宝
物
集
』
(碧
冲
洞
叢
書
第
三
輯
、
昭
和
三
六
年
)
に
よ
る
。
(
7
)
小
泉
弘
氏
『古
鈔
本
宝
物
集
研
究
篇
』
(貴
重
古
典
籍
叢
刊
八
、
昭
和
四
八
年
、
角
川
書
店
)
一
四
三
頁
に
よ
る
。
(8
)
引
用
は
後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
両
氏
校
注
『太
平
記
一
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
、
昭
和
三
五
年
、
岩
波
書
店
)
に
よ
る
。
(9
)
岡
見
正
雄
氏
校
注
『
太
平
記
(
一
)
』
(角
川
文
庫
、
昭
和
五
〇
年
、
角
川
書
店
)
三
二
六
頁
。
(10
)
引
用
は
池
上
洵
一
氏
校
注
『三
国
伝
記
(下
)』
(昭
和
五
八
年
、
三
弥
井
書
店
)
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。
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(1
)
『秉
穂
録
』
に
は
、
「
曽
我
物
語
に
、
碁
を
う
つ
こ
と
ば
に
よ
つ
て
、
誤
て
僧
を
害
せ
る
事
を
載
て
、
天
竺
の
事
と
す
。
酉
陽
雑
俎
に
は
、
杯
渡
な
り
と
し
、
又
権
頭
師
と
す
。
共
に
梁
の
武
帝
の
時
な
り
。
」
と
あ
る
。
近
代
に
お
い
て
、
こ
の
重
要
な
指
摘
を
継
承
し
た
の
は
、
後
藤
丹
治
氏
校
注
『太
平
記
(
一
)
』
(日
本
古
典
全
書
、
一
九
六
一
年
、
朝
日
新
聞
社
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
前
掲
注
9
岡
見
正
雄
氏
校
注
『太
平
記
(
一
)
』
や
、
長
谷
川
端
氏
校
注
・
訳
『
太
平
記
①
』
(新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
所
収
、
一
九
九
四
年
、
小
学
館
)
は
後
藤
注
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
藤
氏
も
『秉
穂
録
』
の
指
摘
を
紹
介
す
る
の
み
で
、
『酉
陽
雑
俎
』
の
本
文
自
体
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
原
文
の
引
用
は
『
酉
陽
雑
俎
』
(子
部
刊
要
、
民
国
七
二
年
、
漢
京
文
化
事
業
有
限
公
司
)
に
よ
る
。
訳
文
は
、
今
村
与
志
雄
氏
訳
注
『酉
陽
雑
俎
』
四
(東
洋
文
庫
、
一
九
八
一
年
、
平
凡
社
)
一
七
九
頁
に
よ
る
。
(
12
)
村
上
美
登
志
氏
『中
世
文
学
の
諸
相
と
そ
の
時
代
』
(平
成
八
年
、
和
泉
書
院
)
=
七
頁
等
参
照
。
な
お
村
上
氏
は
、
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
の
「今
の
慈
恩
寺
」
を
近
江
の
慈
恩
寺
に
比
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
創
建
年
代
か
ら
仮
名
本
『曽
我
物
語
』
の
成
立
年
代
を
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
(13
)
拙
稿
「
「
今
の
慈
恩
寺
」
考
-
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
と
金
沢
文
庫
の
唱
導
資
料
に
共
通
す
る
説
話
I
L
『名
古
屋
大
学
国
語
国
文
』
九
一
、
平
成
一
四
年
=
一月
。
(14
)
以
下
、
金
沢
文
庫
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
に
掲
載
し
た
訓
読
文
に
拠
る
。
48
